
   知床世界自然遺産地域 

適正利用・エコツーリズム検討会議の設置について 

 

1.目的 

   知床世界自然遺産地域の適正な利用およびエコツーリズムの推進を図り、多様な野生生物を含む

原生的な自然環境を後世に引き継いでいくため、学識経験者、関係行政機関、地域関係団体による

検討会議を設置する。 

 

2.検討会議の構成 

検討会議は、「知床世界自然遺産地域科学委員会 適正利用・エコツーリズムＷＧ」と「知床世

界自然遺産地域連絡会議 適正利用・エコツーリズム部会」の合同開催により組織する。 

事務局は環境省釧路自然環境事務所、林野庁北海道森林管理局、北海道が務める。また、検討会

議の座長は、適正利用・エコツーリズムＷＧ座長が務める。 

 

○適正利用・エコツーリズムＷＧ委員（敬称略） 

敷田麻実 北海道大学観光学高等研究センター【座長】 

愛甲哲也 北海道大学大学院農学研究院 

石川幸男 専修大学北海道短期大学 

小林昭裕 専修大学北海道短期大学 

庄子康  北海道大学大学院農学研究院 

中川元  斜里町立知床博物館 

間野勉  北海道立総合研究機構環境・地質研究本部環境科学研究センター 

 

○適正利用・エコツーリズム部会 

 ①地元関係機関 ②関係行政機関  

   ・釧路開発建設部 

   ・網走開発建設部 

   ・北見運輸支局 

   ・釧路運輸支局 

   ・網走海上保安署 

   ・羅臼海上保安署 

   ・北海道警察釧路方面本部 

   ・北海道警察北見方面本部 

      ・斜里町 

     ・羅臼町 

 

・ウトロ地域協議会 

・ウトロ漁業協同組合 

・知床斜里町観光協会 

・知床羅臼町観光協会 

・羅臼町・知床世界自然遺産協議会 

・羅臼漁業協同組合 

・知床ガイド協議会 

・（財）知床財団 

・知床エコツーリズム推進協議会 

・知床自然保護協会 

・斜里山岳会 

・羅臼山岳会 

・羅臼遊漁釣り部会 

・斜里第一漁業協同組合 

・斜里町小型観光船協議会 

・知床羅臼観光船協議会 

・（財）自然公園財団 知床支部 

 

3.検討会議の進行等 

検討会議は座長が招集し、議事進行を行う。また、検討会議は原則として公開とする。 
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適正利用・エコツーリズム検討会議の結果と今後の課題等 

 

1 会議等の開催結果 
 平成２２年６月２２日 Ｈ２２年度 第１回適正利用・エコツーリズム検討会を開催 
   ※「知床世界自然遺産地域科学委員会 適正利用・エコツーリズムＷＧ」と「知床世界自

然遺産地域連絡会議 適正利用・エコツーリズム部会」の合同開催 

主な検討内容 

・ 個別課題(羅臼湖地区、ウトロ海域、先端部地区等の利用のあり方)の検討 

・ エコツーリズム戦略の策定に関しての合意形成 

・ 知床半島における保護と利用に関する課題の提示 

 

2 会議での合意内容 
 ・検討会議の座長は WG 座長が務める。 
・全体会合と個別会合に分けて検討を行い、全体会合ではエコツーリズム戦略を、個別会

合では羅臼湖や海域レクリエーション等の個別課題を議題とする。 
・エコツーリズム戦略については１年をメドに骨子を作成、２年目で具体化し、合意形成

を進めた上で、３年目で試行を目指す。 
・エコツーリズム戦略の策定にあたっては、地元の意見を広く集約するためワークショッ

プを開催する。 
・その他の個別課題については、地元などにおいて検討体制が整理でき次第、順次取り上

げて解決を図る。 
・既存の協議会等については、できるだけ早期に準備ができた協議会等から適正利用・エ

コツーリズム検討会議の個別会合等として連携・統合を図る。 

 

3 今後解決すべき課題 
 ・エコツーリズム戦略の策定手順の検討 
 ・個別課題の解決枠組みの決定 
 ・個別課題とエコツーリズム戦略との連携の確保 

・（協議会等の統合の手順と時期の検討） 
 

4 今後の主な予定 

   ○平成２２年１０月頃   第２回適正利用・エコツーリズム検討会議 
    ・エコツーリズム戦略の策定が主要検討課題 
    

○平成２３年２月頃   第３回適正利用・エコツーリズム検討会議 
    ・エコツーリズム戦略の策定が主要検討課題 

 
   ○羅臼湖の適正な利用のあり方およびウトロ海域の適正な利用のあり方に関する個別会合

をそれぞれ２回程度開催予定。また、エコツーリズム戦略策定のためのワークショップ

を数回開催予定。 
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科学的な知見に基づく順応的な保全管理を実施するために設置。行政
が行う事業や施策等について、科学的な視点から助言をします。
特定の課題に対応するため、４つのワーキンググループなどを設置して

います。

座長：大泰司紀之氏（北海道大学名誉教授）
委員数：１２名

日常的に遺産地域の保全や利用に関わっている地元自治体、地元関
係団体及び地域住民による現場の視点を活かし、連携・協働による遺産
地域の管理を行うために設置しています。

所属団体：
環境省､林野庁､北海道､斜里町､羅臼町､斜里町第一

漁協､ウトロ漁協､羅臼漁協､網走漁協､羅臼町・知床世
界自然遺産協議会､ウトロ地域協議会､知床ガイド協議
会､(財)知床財団､知床エコツーリズム推進協議会

専門家、行政機関、地元関係団体等が一体となって、世界遺産地域の適正利
用やエコツーリズムを推進していくため、知床国立公園利用適正化検討会議を発
展させて設置。

適正利用・エコツーリズム検討会議の推進体制

科学的な視点
から助言

エゾシカ・陸上生態系ワーキンググループ

河川工作物アドバイザー会議

適正利用・エコツーリズム
ワーキンググループ（H22.4～）

座長：敷田麻実氏
（北海道大学教授）

委員数：７名

適正利用・エコツーリズム部会

所属団体：
民間団体…１７団体
行政機関…２０機関

地域との連携･
協働のための会議

世界自然遺産地域管理者

環境省
釧路自然環境事務所

林野庁
北海道森林管理局

北海道

知床世界自然遺産地域科学委員会 知床世界自然遺産地域連絡会議

知床世界自然遺産地域
適正利用・エコツーリズム検討会議 （H22.4～）

知床五湖の利用の
あり方協議会

カムイワッカ地区
自動車利用適正化
対策連絡協議会

カムイワッカ湯の沢
利用対策連絡協議会

海域ワーキンググループ

シンボルマーク管理運営部会

ヒグマ保護管理方針検討会

＜全体テーマ＞
・エコツーリズム戦略の策定

＜個別テーマ＞
・羅臼湖の利用のあり方
・海域レクリエーション利用のあり方
・知床連山縦走路の利用のあり方
・先端部地区の利用調整

共有と合意形成の場
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H17 知床世界自然遺産登録 

勧告対応状況の報告 

H24 世界遺産委員会に対し 

 

H23 道道開通予定（ｶﾑｲﾜｯｶ） 

トピックス 

知床国立公園及び知床世界自然遺産地域における保護と利用に関する検討経緯と主な課題 

知床国立公園内の保護と利用に関する検討 

S59 知床岬地区 

利用規制指導に関する申し合わせ 

H18 先端部地区立ち入り自粛要請 

（心得策定まで） 

H14 自然公園法改正 

（利用調整地区制度の創設） 

世界遺産委員会等からの勧告への対応 

・エコツーリズム戦略の策定 

・観光と経済的開発の地域連略との連携 
中央部の課題 

検討優先地域での課題への対応 

（知床五湖・羅臼湖・知床連山・カムイワッカ等）

・エコツーリズムの推進 

・地域経済の発展、多様化 

・個別地区での課題対応 

H13 知床国立公園 

適正利用基本構想検討会

H14～15 知床国立公園 

利用適正基本計画検討会

 

 

 

 

 

 

 

 

H16～21 知床国立公園 

利用適正化検討会議 

H17 知床半島中央部地区 

利用適正化基本計画 

 

 

H14～16 

知床世界自然遺産 

候補地地域連絡会議 
H16 知床世界自然遺産

候補地科学委員会 

H17～ 

知床世界自然遺産 

地域連絡会議 

H17～ 

知床世界自然遺産地域

科学委員会 

海域 WG 

河川工作物

AP 

ｼﾝﾎﾞﾙﾏｰｸ等 

管理運営部会 

H14 知床国立公園 

適正利用基本構想 

H21 

知床世界自然遺産

地域管理計画 

H21 自然公園法改正 

（海域公園地区制度の創設） 

H21 先端部地区立ち入り自粛要請 

（ヒグマとのトラブル発生） 

H21 知床半島中央部地区 

利用の心得 

H22・4 先端部地区立ち入り自粛要請 

解除 

H20～知床五湖の 

利用のあり方協議会 

H18～20 

中央部地区 

利用適正化実施計画 

H20 知床半島先端部地区 

利用の心得 

H16 知床半島先端部地区 

利用適正化基本計画 

H10～カムイワッカ地区 

自動車利用適正化対策 

連絡協議会 

全体課題 

リスク管理・アクセスコントロール・環境収容力

利用状況のモニタリング 

基本計画や心得の修正と補完 

利用の心得の普及啓発 

先端部の課題 

利用調整のあり方 

海域レクリエーション利用のあり方 

H22（今年度） 

H22～ 

知床世界自然遺産地域 

適正利用・エコツーリズム検討会議 

検討会議と個別協議会等との 

連携・役割分担 

計画等 検討会等 個別協議会等 検討会等 計画等 

連携 

H21～ 

ウトロ海域懇談会

課 

題 

新
設 

新
設 

遺産地域 

管理計画の点検 
H23 知床五湖利用調整開始予定 

 

H22・4 知床五湖高架木道全面開通 

H18～硫黄山登山口通行止 

H21 世界遺産センター・ルサ FH 開館 

H19 羅臼 VC 開館 

H17～22 道道の落石工事（ｶﾑｲﾜｯｶ） 

による通常期通行止 

H17 マイカー規制を 70 日間に延長 

合
同
開
催 

移行 

H21 知床国立公園 

利用適正化検討会議引継書 

適正利用 

・ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑ部会

H22～ヒグマ保護管

理方針検討会

エゾシカ WG 

エゾシカ・陸上

生態系 WG 

再
編 

H16～知床ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑ推進協議会 

・知床ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑ推進ﾓﾃﾞﾙ事業 

・知床ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑ推進計画 

・知床ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑ推進実施計画 

・知床ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 

H16～知床ガイド協議会 

H19～カムイワッカ湯の沢

利用対策連絡協議会 

H11 カムイワッカ地区マイカー規制 

H18～カムイワッカ湯の滝

安全確保対策連絡協議会 

（16 日間、H12 より 23 日間） 

H16 

候補地管理計画 

知床世界自然遺産

適正利用 

・ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑ WG 

世界自然遺産に関する検討 
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